
　
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

の
金
平
敬
之
助

さ
ん
の
「
鏡
は

先
に
笑
い
ま
せ

ん
」を
読
ん
だ
▼

漫
才
の
内
海
桂

子
さ
ん
の
三
番
目
の
お
父
さ

ん
は
床
屋
さ
ん
。お
父
さ
ん

の
口
癖
は
「
自
分
が
笑
え

ば
、鏡
が
笑
う
」。い
つ
も
鏡

を
見
て
い
る
床
屋
さ
ん
ら
し

い
。金
平
さ
ん
の
格
言
は「
鏡

は
先
に
笑
い
ま
せ
ん
」。ど
こ

で
も
、い
つ
で
も
先
に
笑
顔

を
見
せ
る
生
き
方
を
心
が
け

た
い
と
い
う
▼
笑
顔
の
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
は
何
と
い
っ
て

も
赤
ち
ゃ
ん
。子
ど
も
が
見

せ
る
笑
顔
の
回
数
は
１
日

に
４
０
０
回
に
も
上
る
そ

う
だ
。小
さ
い
子
の
笑
顔
は

周
り
を
明
る
く
し
、楽
し
い

雰
囲
気
に
変
え
る
▼
笑
み
の

研
究
で
有
名
な
ロ
ン
・
ガ
ッ

ト
マ
ン
は
、TED

と
い
う
テ

レ
ビ
番
組
で
「
笑
み
の
隠
れ

た
力
」を
プ
レ
ゼ
ン
し
て
い

る
▼
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
プ

サ
ラ
大
学
で
は
笑
顔
の
人

を
見
な
が
ら
し
か
め
っ
面

を
す
る
の
は
困
難
と
い
う

研
究
結
果
が
あ
る
そ
う
だ
。

笑
顔
は
進
化
的
に
見
て
伝

染
す
る
も
の
で
顔
の
筋
肉
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
抑
え
て
し

ま
う
と
い
う
▼
進
化
論
で
有

名
な
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、表
情

の
研
究
も
し
て
い
る
。笑
顔

と
は
気
分
が
良
い
と
き
の

結
果
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く

微
笑
む
と
い
う
行
為
自
体

が
気
持
ち
を
上
向
き
に
さ

せ
る
の
だ
と
い
う
▼
笑
顔
の

効
能
は
、ま
さ
に
無
限
大
。

免
疫
力
ア
ッ
プ
、ア
レ
ル
ギ
ー

（
ア
ト
ピ
ー
）改
善
、ス
ト
レ

ス
解
消
、プ
ラ
ス
思
考
。心

臓
病
の
予
防
、糖
尿
病
・
リ

ウ
マ
チ
治
療
に
効
果
な
ど
な

ど
。笑
顔
は
伝
染
し
、集
団
の

ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
、個

人
と
組
織
の
成
長
・
成
功
に

つ
な
が
る
▼
朝
起
き
た
と
き

に
は
鏡
を
見
て
、ま
ず
に
っ

こ
り
と
笑
っ
て
み
る
。今
日
一

日
、こ
の
笑
顔
を
続
け
よ
う

と
誓
っ
て
み
る
。夜
床
に
就

く
と
き
、あ
り
が
と
う
と
感

謝
す
る
。そ
ん
な
一
日
を
送

り
た
い
も
の
だ
。（
稲
嶺
有

晃
）

後
に
は
、
息
子
さ
ん
と
共
に

大
き
な
支
え
と
な
っ
て
お

り
、
心
か
ら
感
謝
を
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
と
に
か
く
仕

事
が
大
好
き
で
、
自
分
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
や

り
甲
斐
を
感
じ
る
と
語
る
伊

良
皆
さ
ん
。
資
金
不
足
も
要

因
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
名
刺
に
至

る
ま
で
ま
ず
は
自
分
で
や
っ

て
み
よ
う
と
自
身
で
制
作
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
、
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
行
動
力
と

実
践
力
に
は
脱
帽
で
す
。

  

赤
裸
々
に

  

語
る
姿
に
驚
い
た

　

同
友
会
に
入
会
し
た
の
は

営
業
目
的
だ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
最
初
の
例
会
で
経
営
者

が
赤
裸
々
に
自
己
の
経
験
を

語
る
姿
に
と
に
か
く
驚
い
た

そ
う
で
す
。
同
友
会
の
活
動

は
中
小
企
業
の
発
展
に
寄
与

し
て
い
る
事
を
実
感
し
た
の

だ
と
か
。
現
在
は
、南
部
支
部

で
役
員
を
さ
れ
て
い
ま
す
が

そ
の
経
験
も
大
い
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
初
め

て
自
身
の
例
会
報
告
も
体
験
。

同
友
会
の
学
び
を
活
か
さ
れ

て
い
る
な
と
い
う
印
象
を
受

け
ま
し
た
。
税
理
士
と
し
て

　

キ
リ
ッ
と
し
た
ス
タ
イ
ル

と
、
や
さ
し
い
笑
顔
が
印
象

的
な
伊
良
皆
さ
ん
は
、
税
理

士
ら
し
い
知
的
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
。
税
理
士

に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
も
と
も
と
、
数

字
が
好
き
で
高
校
卒
業
後
は

経
理
の
仕
事
を
希
望
し
、
県

外
の
専
門
学
校
に
進
学
。
有

無
を
言
わ
さ
ず
配
置
さ
れ
た

ク
ラ
ス
が
税
理
士
コ
ー
ス

で
、
経
理
の
勉
強
と
同
時
に

税
理
士
試
験
の
受
験
資
格
を

得
る
目
的
で
短
期
大
学
の
通

信
教
育
も
受
講
さ
せ
ら
れ
た

と
か
。
帰
沖
後
は
、
約
十
年

間
経
理
の
仕
事
に
就
く
が
、

税
理
士
事
務
所
で
の
仕
事
を

務
員
か
ら
、
優
秀
で
素
晴
ら

し
い
教
授
が
い
る
か
ら
と
大

学
院
の
受
験
を
勧
め
ら
れ

る
。
自
分
に
は
無
理
と
断
っ

た
が
、
余
り
に
も
熱
烈
に
勧

め
ら
れ
た
こ
と
あ
り
、
受
験

し
合
格
。
大
学
院
で
は
、
税

法
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
法

律
の
学
び
を
得
て
、
大
学
院

修
了
後
に
残
り
の
一
科
目
に

も
合
格
し
税
理
士
と
な
っ
た

伊
良
皆
さ
ん
。振
り
返
る
と
、

何
度
か
の
転
機
の
中
で
、
常

に
税
理
士
と
な
る
よ
う
に
導

か
れ
て
い
た
気
が
す
る
と
話

す
。
ま
た
、
従
業
員
を
雇
用

す
る
こ
と
で
、
入
れ
替
わ
り

も
経
験
し
落
ち
込
む
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
そ
の
時
そ
の
時

で
、
多
く
の
手
助
け
が
あ
っ

た
こ
と
に
気
づ
く
。
な
に
よ

り
も
、
長
い
受
験
勉
強
中
に

は
理
解
が
得
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
っ
た
ご
主
人
が
、
独
立

希
望
し
、
産
後
の
再
就
職
先

と
し
て
門
を
叩
く
こ
と
に
。

再
就
職
先
で
、
税
理
士
や
監

査
担
当
者
は
、
経
営
者
か
ら

も
従
業
員
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
想
い
を
聞
け
る
立
場
に

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
お
互

い
の
想
い
の
橋
渡
し
が
出
来

る
存
在
に
な
り
た
い
と
感
じ

た
と
の
こ
と
。
そ
の
後
、
縁

が
あ
っ
て
大
手
の
税
理
士
事

務
所
に
転
職
し
た
が
、
ス

タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
の
高
さ
に

焦
り
が
芽
生
え
た
の
だ
と

か
。
ち
ょ
う
ど
、
そ
の
頃
が

息
子
さ
ん
の
親
離
れ
の
時
期

と
重
な
っ
た
為
、
念
願
の
試

験
勉
強
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
る
。
母
親
業
・
主
婦
業
・

も
ち
ろ
ん
仕
事
も
手
を
抜
か

ず
に
や
り
た
か
っ
た
の
で

十
五
年
計
画
を
立
て
試
験
突

破
の
た
め
少
し
の
時
間
を
見

つ
け
て
は
勉
強
に
打
ち
込
み

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
十
二

年
目
に
身
内
に
不
幸
が
あ

り
、
気
落
ち
し
仕
事
も
勉
強

も
手
に
付
か
な
い
と
い
う
苦

し
い
時
期
も
経
験
し
ま
す
。

  

仕
事
が
大
好
き
で
、

  

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
憧

れ
て
い
た
税
理
士
事
務
所
へ

の
再
就
職
が
叶
っ
た
後
の
こ

と
。
再
び
税
理
士
へ
の
道
を

意
識
し
、
試
験
勉
強
を
始
め

た
頃
に
、
担
当
先
の
経
理
事

の
モ
ッ
ト
ー
は
「
あ
な
た
の

身
近
に
、
話
し
や
す
い
税
理

士
事
務
所
」。
何
気
な
い
会
話

か
ら
問
題
の
糸
口
が
見
つ
か

る
こ
と
も
あ
る
か
ら
だ
と
か
。

　

初
回
は
、
無
料
相
談
も
受

け
付
け
て
い
る
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。（
㈱
カ
リ

タ
ス
・
根
橋
理
香
）

《会社概要》
伊良皆とも子税理士事務所
所長　伊

い

良
ら

皆
みな

 とも子
こ

氏
〈南部支部〉

所在地／

ＴＥＬ／
事業内容／
ＵＲＬ／

与那原町東浜92-3
ラヴィクレール101
098-943-6937
税務申告・相談、記帳指導
http://iraminazei.com
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おちこぼれ人生からの挽回！
～同友会で芽生えた経営者の覚悟～
おちこぼれ人生からの挽回！
～同友会で芽生えた経営者の覚悟～

日時 ７月25日（火）18：30～21：20
会場　沖縄産業支援センター１Ｆ「ホール」
　　　住所：那覇市字小禄1831-1　TEL：098-859-6205

㈲美研　代表取締役
　　　　福山 晋介氏

創　　業：昭和63年10月１日
社 員 数：38名（役員、社員、パート含）
年　　商：2億円
事業内容：家事代行サービス業・清掃業

報告者 （熊本同友会北支部長）

会社概要

沖縄県中小企業家同友会　７月県例会

伊良皆とも子税理士事務所　所長 伊
い

良
ら

皆
みな

 とも子
こ

氏

「
数
字
好
き
」が
高
じ
て

税
理
士
の
道
を

母親業・主婦業・仕事も手を抜かず
15年計画で試験に挑む！

日　時　10 月３日（火）13：30 ～ 20：45
会　場　ラグナガーデンホテル・
　　　　　コンベンション会議棟（分科会）
内　容　第Ⅰ部「分科会」
　　　　第Ⅱ部「記念講演」「記念式典」
　　　　第Ⅲ部「記念パーティー」
　　　　懇親会費：５，０００円　※第Ⅱ部までの参加者は会員も含め無料。
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研究集会

第28回経営研究集会
（創立30周年記念）のご案内
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同友会三つの目的
「よい会社、よい経営者、
 よい経営環境をめざす」

③同友会は、他の中小企業団体と
も提携して、中小企業をとりま
く社会・経済・政治的な環境を
改善し、中小企業の経営を守り
安定させ、日本経済の自主的・
平和的な繁栄をめざします。



　
「
何
の
た
め
に
働
く
の
で

す
か
」
若
い
人
か
ら
の
質
問

で
す
。

　

先
輩
が
人
生
訓
や
経
験
を

話
し
て
も
理
解
し
て
も
ら
え

ま
せ
ん
ね
。
そ
こ
で
「
経
営

指
針
」
の
利
用
を
提
案
し
ま

す
。

　

同
友
会
で
人
気
の
高
い

「
経
営
指
針
」
を
社
員
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
と
し
て
社
員
自

身
が
作
成
す
る
こ
と
を
お
奨

め
し
ま
す
。

　

車
を
運
転
す
る
に
も
運
転

免
許
が
必
要
。
成
り
行
き
任

せ
で
は
危
険
で
す
。
経
営
す

る
と
き
の
免
許
が
「
経
営
指

針
」
で
す
か
ら
、
人
生
で
も

目
的
地
や
目
標
が
あ
る
と
方

向
を
見
失
う
こ
と
が
少
な
い

で
し
ょ
う
。

　

理
念
、方
針（
ビ
ジ
ョ
ン
）、

計
画
の
三
つ
を
個
人
の
人
生

に
当
て
は
め
る
と

し
て
協
力
し
て
も
ら
え
る

日
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
る
努
力
も
大
切
で
す
。

　

人
生
の
指
針
を
作
成
す
る

こ
と
は
、「
ぶ
れ
な
い
生
き

方
」
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

①
「
理
念
」
…
「
何
の
た
め

に
経
営
を
行
う
の
か
、
ど
の

よ
う
な
会
社
を
め
ざ
す
の

か
」
と
い
う
こ
と
は
、
自
分

は
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
目

指
す
の
か
。
座
右
の
銘
な
ど

で
表
現
で
き
ま
す
。

②
「
方
針
（
生
き
方
の
）」

…
自
分
の
め
ざ
す
あ
る
べ
き

姿
と
目
標
を
示
し
て
、
到
達

す
る
た
め
の
道
す
じ
で
す
。

③
「
計
画
（
人
生
の
）」
…

理
念
を
基
本
に
中
長
期
の
戦

略
を
具
体
的
に
計
画
を
立

て
、
実
践
と
フ
ォ
ロ
ー
で
自

身
の
成
長
を
確
め
な
が
ら
進

め
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
「
指
針
」
作
成

で
、
す
べ
て
が
う
ま
く
い
く

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
社
会
変

化
や
個
人
の
状
況
に
よ
っ

て
、
良
い
選
択
や
決
断
、
そ

と
哲
学
、
正
義
の
実
現
を
掲

げ
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
ト

ラ
ン
プ
誕
生
以
降
、
損
得
勘

定
外
交
に
な
っ
た
。
米
、
欧

州
、
ア
ジ
ア
の
保
護
主
義
、

ブ
ロ
ッ
ク
化
が
加
速
。
特
に

中
国
。
一
帯
一
路
構
想
で
多

額
の
金
が
こ
れ
か
ら
動
く
。

中
国
と
敵
対
す
る
日
本
は
構

想
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。

沖
縄
は
新
３
Ｋ
経
済

　

沖
縄
は
３
Ｋ
経
済
と
言
わ

れ
る
。
観
光
、
基
地
、
公
共

工
事
。
こ
れ
か
ら
は
新
３
Ｋ

経
済
。
基
地
経
済
に
関
し
て

は
跡
利
用
が
儲
か
る
。
仲
井

眞
知
事
の
頃
、
基
地
が
開
放

さ
れ
れ
ば
嘉
手
納
以
南
だ
け

で
八
千
億
円
の
経
済
効
果
あ

る
と
試
算
し
た
。
基
地
経
済

が
変
化
し
て
き
た
。

    

本
土
の
た
め
よ
り
も
、

     

ま
ず
は
沖
縄
フ
ァ
ー
ス
ト
！

　

五
月
十
九
日
、
沖
縄
国
際

大
学
の
前
泊
博
盛
教
授
を
講

師
に
沖
縄
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
で
五
十
三
名
の
参
加
で

四
部
会
合
同
総
会
記
念
講
演

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
以

下
、
講
演
要
旨
）

世
界
経
済
の
動
向

　

沖
縄
問
題
は
政
治
と
経
済

の
両
面
か
ら
見
な
い
と
見
誤

る
。

　

こ
れ
ま
で
外
交
は
少
な
く

と
も
表
向
き
は
、
高
い
理
念

　

昔
の
那
覇
新
都
心
の
軍
用

地
料
は
五
十
二
億
円
、
返
還

後
一
六
〇
〇
億
円
、
約
三
十

倍
に
増
え
た
。
今
後
返
還
予

定
地
の
普
天
間
を
含
め
た
軍

用
地
料
全
体
で
五
百
一
億

円
、
返
還
後
は
八
千
九
百
億

円
の
収
入
が
見
込
ま
れ
る
。

経
済
の
論
理
で
考
え
れ
ば
一

目
瞭
然
に
も
関
わ
ら
ず
、
軍

事
の
論
理
で
反
対
す
る
。
人

が
い
る
中
国
は
軍
事
的
脅
威

よ
り
も
経
済
的
脅
威
の
方
が

危
険
。
ヤ
マ
ト
の
た
め
に
基

地
を
供
し
て
県
民
は
「
貧
乏

で
危
険
」
な
状
態
に
追
い
込

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず

沖
縄
第
一
で
行
く
べ
き
だ
。

（
取
材
・
中
部
・
㈱
夢
づ
く

り
沖
縄
・
新
井
良
直
）

    2017年度 北部支部役員一覧（順不同）   
支部長 渡具知　　　豊 ㈲渡具知 社長
副支部長 安次富　　　洋 ㈱南建設 専務
　〃 中　本　泰一郎 南西食品㈱ 社長
　〃 大　城　照　政 ㈲沖縄北斗 社長
幹事長 屋　部　憲史朗 ㈱仲屋商事 専務
幹　事 新　井　章　仁 ㈱アイランドプロジェクト 社長
　〃 蔵　根　尚　美 沖縄サンコーストホテル 社長
　〃 福　田　洋　祐 シーサイドゲストハウス PolePole 代表者
　〃 高　木　朋　子 レッドコーラル 代表者
　〃 金　城　　　忍 企業組合キンモク 代表理事
　〃 崎　浜　秀　太 ㈱崎浜商店 取締役
　〃 新　城　拓　馬 ㈱ＦＭやんばる 専務
　〃 町　田　浩　美 ミニクラブ 水華 代表者
　〃 具志頭　孝　也 具志頭工務店
　〃 桜　川　雅　庸 さくらサイン 代表
　〃 宇　根　真　一 ㈲宇根自動車 社長
　〃 神　山　康　馬 (同)康（名護中央薬局） 社長
　〃 喜　瀬　朝　夫 ㈲朝日興業企画 社長
　〃 村　松　多恵子 居酒屋21 オーナー
会計監査 大　城　良　勝 ㈲大城オートサービス 社長
　〃 金　城　　　毅 大衆居酒屋 和楽 代表者
相談役 又　吉　光　男 ㈲結設計 社長
　〃 比　嘉　ゑみ子 やんばる彩葉 代表者

以上。

    2017年度 中部支部役員一覧（順不同）   
支部長 西　平　守　利 ㈲ニヘーデービル 社長
副支部長 太　田　　　一 ㈲ゆうな商事 社長
　〃 與　崎　文　美 ㈲アンカー商事 常務
　〃 山　城　智　美 合同会社Aquasys CMO兼代表社員
幹事長 石　村　弘　之 ㈱インプレス 社長
幹　事 一　瀬　宗　也 ㈱アイセック・ジャパン 社長
　〃 大　田　　　治 キングラン沖縄㈱ 専務
　〃 阿　嘉　久美子 アントレ 代表者
　〃 廣　瀬　孝　一 Powerful Management 代表
　〃 新　井　良　直 ㈱夢づくり沖縄 社長
　〃 翁　長　　　克 トータルサポート商会 代表者
　〃 仲　本　和　美 ㈲仲松ミート 執行役員
　〃 玉　城　　　栄 ㈲リサイクルセンター沖縄 取締役部長
　〃 高江洲　苗　美 ㈲フジ砕石 社長
　〃 津　覇　真　也 中部ガス事業㈱ 部長
　〃 新　里　建　二 ㈴新里酒造 代表者
　〃 宮　里　真由美 三建設備㈱ 社長
　〃 新　城　恵梨花 ㈲おおば
　〃 喜友名　秀　樹 ㈱沖縄フードマシン 社長
　〃 大　城　　　康 ㈱沖縄浄管センター 常務
　〃 宮　城　庄　吉 ㈱スピア 専務
　〃 金　城　隆　子 ㈲プログレス 社長
会計監査 安慶名　サカエ ㈲中部大理石 社長
　〃 長　浜　宗　栄 長浜モーター㈲ 会長
相談役 照　屋　守　道 ハウス産業㈱ 社長

以上。

    2017年度 浦西支部役員一覧（順不同）   
支部長 髙　原　勝　也 ㈲テレネット沖縄 社長
副支部長 赤　嶺　英　仁 ㈱東日産自動車 社長
　〃 佐和田　健　二 ㈲てだこ 社長
　〃 座　安　孝　明 ㈲ライズ 社長
幹事長 星　　　真　理 ㈱ＢＥＬＬｚ 取締役
副幹事長 友　寄　利津子 NPO法人 ライフサポートてだこ 代表
　〃 田　場　英　行 ㈱機工 社長
　〃 棚　原　　　譲 ㈲竹建設 常務
幹　事 砂　川　英　昭 ワールド産業㈱ 社長
　〃 當　野　正　樹 沖縄設計サービス㈱ 社長
　〃 宮　国　信　勝 豚厨房ＮＯＢＵ 代表者
　〃 知　念　礼　子 琉球ゴーレックス㈱ 社長
　〃 平　良　純　子 オフィスＪキャリア 代表
　〃 盛　島　　　猛 ㈱ドリームプラン 社長
　〃 仲　村　　　剛 ㈱財全エステート 部長
　〃 羽　地　　　仁 羽地仁建築研究所 代表
　〃 石　川　京　美 ㈱いしかわ文明堂 社長
　〃 名嘉真　　　秀 ㈲大吉宅建 取締役総務部長
　〃 田　場　盛　伸 ㈱ユナイテッドシステム 社長
　〃 村　上　卓　己 エコアクション沖縄（同） 代表社員
　〃 島　尻　貴　之 ㈲小川保険事務所 営業課課長
　〃 大　城　朝　野 ハタワークス 代表
　〃 照喜名　　　守 ㈲シャイニング 社長
　〃 河　野　　　卓 ㈱ハーツ・オブ・ライオン 取締役
　〃 宮　里　護佐丸 スープのお店 まじゅん 代表
　〃 新　　　英　昭 ㈱ハートプラス 社長
　〃 比　嘉　一　成 ㈲大平シール印刷 社長
　〃 山　原　朝　哉 売れるチカラ！OKINAWA 代表
　〃 寺　田　克　彦 ㈱テラ・ウェブクリエイト 代表
　〃 江　頭　昇一郎 ㈱ワークシステム 常務
　〃 宮　城　保　人 （同）ネクスト 代表者
　〃 具志堅　興　一 ㈲浦添電材 社長
　〃 宜　保　文　雄 ㈱レキオス 社長
会計監査 諸見里　利　秀 諸見里税理士事務所 所長
　〃 青　山　喜佐子 オフィスあるふぁ 代表

以上。

    2017年度 那覇支部役員一覧（順不同）   
支部長 座間味　　　亮 ㈱赤マルソウ 社長
副支部長 比　嘉　良　太 ㈲葬禮社 社長
　〃 星　崎　浩　二 オフィス星崎 代表者
幹事長 赤　嶺　　　宏 ㈱システック沖縄 社長
常任幹事 黒　岩　珠　枝 アロマ リライフ 代表者
　〃 普天間　直　樹 ㈱普天間商会 社長
　〃 島　袋　　　学 ファイナンシャルアライアンス㈱ 支店長
　〃 冝　保　　　剛 ㈱ベストコンサルタント 社長
　〃 齋　藤　孝　春 ワイズプランナーズ㈱ 部長
　〃 下　田　美智代 ㈱共栄環境 社長
　〃 武　田　春　美 ラリアンス 代表者
　〃 三　木　一　成 ㈱木立 社長
　〃 仲　地　一　史 ㈱沖成コンサルタント 社長
幹　事 宮　沢　　　賢 宮沢財務管理オフィス㈱ 社長

幹　事 奥　平　定　一 結塗装 代表者
　〃 京　　　一　郎 ㈲タフ住研 社長
　〃 東恩納　弘　美 ㈱デザインワークス・e 専務
　〃 石　川　哲　也 ㈱石川電設 取締役
　〃 狩　俣　　　啓 ティダ・テラス沖縄 代表者
　〃 高　木　美香子 ㈱ビジネススタッフ 社長
　〃 福　里　和　広 瑞海鍼灸院 院長
　〃 宮　里　公　宣 ㈲沖縄ホテル 常務
　〃 島　袋　　　元 ㈱恵和興産 常務
　〃 玉　城　淳一郎　（同）琉人 業務執行社員
　〃 坂　口　智　美 ㈱建設技術者養成センター 社長
　〃 大　浜　博　文 あいエフピー・コンサルタント 代表者
　〃 武　島　多加雄 ㈲たけちゃんほーむ 社長
　〃 安次富　淳　子 ㈱エマオ 社長
　〃 伊　東　幸太朗 弁護士法人 那覇綜合 弁護士
　〃 糸　数　幸　恵 ㈱丸元建設 常務
　〃 小　松　秀　人 ヒューマンライツ㈱ 支社長
　〃 生天目　千加子 onde ninfea㈱ 社長
　〃 山　城　朝　美 ㈲梯梧 社長
　〃 上　間　　　仁 ㈱シンセンおきなわ 社長
　〃 石　原　　　聡 ㈱まなび 営業部長
　〃 望　月　保　博 開法律事務所 弁護士
　〃 平　仲　信　明 ㈱平仲 社長
　〃 大　嶺　千恵子 浴衣・着物・レンタル着付け ちゅら桜 代表者
　〃 當　銘　将　也 ㈱ゴールドオフィス 社長
　〃 儀　間　奈津美 ㈱儀間不動産 社長
　〃 井　川　　　佳 ワイドマーケティング㈱ 社長
　〃 小　林　ゆり江 ㈱みやび 専務
　〃 楠　本　　　歩 オール・フォア沖縄㈱ 社長
　〃 有　銘　寛　之 有銘公認会計士事務所 公認会計士・税理士
　〃 真栄城　　　正 ㈱航時者 社長
　〃 大　城　　　健 ゆいワークス㈱ 社長
　〃 江　口　直　美 ソムノクエスト㈱ 社長
　〃 河　野　　　豊 (医)イーシーエス 南城眼科 事務長
　〃 神　里　　　忠 光文堂コミュニケーションズ㈱ 常務
　〃 坂　元　　　大 ㈲ＭＩＫＡＴＡ 専務
　〃 大　内　政　彦 ㈱ＬＤＣ 社長
　〃 大　城　廷　寛 ㈱Luz Arco iris 社長
　〃 諸喜田　　　源 ㈱レイメイコンピュータ 専務
　〃 新　里　和　也 新里和也税理士事務所 代表者
　〃 位　高　光　一 ㈱ローカルウェーブ 社長
　〃 座　波　和　弘 新都心司法書士事務所 所長・司法書士
　〃 金　子　智　和 トータルオフィスベスト㈱ 社長
　〃 赤　峯　正　己 ㈱ミネ・ワークス 専務
　〃 金　城　智　誉 こころ法律事務所 代表者
　〃 新　城　寛　盛 沖縄綜合警備保障㈱ 取締役
　〃 上　地　裕　介 ㈱沖縄ＭＩＥ 取締役
　〃 登野城　忠　男 ネットリンク㈱ 社長
　〃 伊志嶺　良　太 ㈱ＭＩＮＥＰＲＯ 社長
　〃 當　銘　裕　美 ㈱ＮＲＳ沖縄 社長
　〃 新　崎　一　美 シュービー 代表者
　〃 新　城　桂　子 ＰＭアシスト㈱ 取締役
会計監査・相談役 中　家　輝　勝 エイティエス㈱ 社長
会計監査 新　里　正　雄 新光産業㈱ 社長

以上。

    2017年度 南部支部役員一覧（順不同）   
支部長 竹　　　富　久 ㈲たけ事務 専務
副支部長 高　橋　庸　正 ＩＴ通信㈱ 社長
　〃 神　谷　雅　樹 神谷酒造所 工場長
　〃 根　橋　理　香 ㈱カリタス 社長
　〃 下　野　たえ子 ㈱母太樹 社長
幹事長 知　念　由　紀 トマトプリント 代表者
幹　事 座間味　一　朗 ㈱ざまみダンボール
　〃 野　原　辰　則 大宝建設㈱ 社長
　〃 小那覇　り　な オフィス・キャリエール 代表者
　〃 運　天　寛　榮 ㈱糸満てぃんさぐの家 会長
　〃 糸　満　盛　希 ㈲糸工房 社長
　〃 源　河　光　雄 プールヴー 代表者
　〃 富　山　　　剛 ㈲ナハジムキ 社長
　〃 伊良皆　とも子 伊良皆とも子税理士事務所 所長
　〃 野　添　かおり 沖縄子育て良品㈱ 社長
　〃 仲　座　清　也 ピュアキャッスル㈱ 社長
　〃 上　地　政　明 栄シート 代表
　〃 大　城　　　司 ㈲幸地電設 社長
　〃 上　原　登貴子 上原登貴子税理士事務所 所長
　〃 岩　田　進　司 岩田税理士事務所 所長
会計監査 玉　城　功　佳 南光開発㈱ 社長
　〃 石　原　地　江 ㈲アンテナ 社長

以上。

    2017年度 宮古支部役員一覧（順不同）   
支部長 砂　川　和　江 アイワ家具 社長
副支部長 猪　子　立　子 がじゅまる観光㈱ 社長
　〃 伊良皆　　　榮 ㈱丸秀 専務
　〃 照　屋　　　健 ㈱照屋建設 社長
幹事長 上　地　和　彦 農業生産法人まるごと宮古島 代表者
幹　事 砂　川　勝　信 新星商事㈱ 社長
　〃 砂　川　淳　一 ㈱KTSコーポレーション 社長
　〃 上　地　克　江 ㈲富士製菓製パン 取締役
　〃 砂　川　智　子 ㈲楽園の果実 社長
　〃 西　川　卓　治 ブルーファーム 代表者
　〃 宮　国　美奈子 富士自動車整備センター
　〃 松　本　克　也 農業生産法人㈱オルタナティブファーム宮古 社長
　〃 伊志嶺　博　司 社会福祉法人 みやこ福祉会 理事長
　〃 砂　川　幸　男 ㈱ひろし不動産 社長
　〃 平　良　貞　典 宮古商事㈱
　〃 天の川　智　子 Meteor Color 代表者
　〃 砂　川　亜　紀 砂川亜紀税理士事務所 所長
会計監査 西　川　一　男 ㈱MCコーポレーション 社長
　〃 上　里　道　明 税理士法人沖縄中央上里会計事務所 代表税理士
相談役 伊　山　国　昭 ㈱伊山産業 会長
　〃 砂　川　佳　一 ㈱多良川 会長

以上。

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
◎
○
○
●
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
◎
○
●
○
○
◎
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
◎
○
○
○
◎
○
○
○
○
○
◎
○
○
◎
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
◎
○
●
○
○
◎
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
◎
○
○
○
◎
○
○
○
○
○
◎
○
○
◎
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
◎
●
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
●
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
◎
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
◎

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○

○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
◎
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
◎
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
●
○
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
●
○
○
○
◎
○
●
○
○
◎
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
◎
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
◎
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
●
○
◎

◎
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
◎
○
●
○
○
◎
○
○
○
○
○
○
○
◎
○
●
○
○
◎
○
○
○
○
○
○
●
○
○
◎
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

経
営
指
針
を

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン（
人
生
設
計
）で
使
う

経
営
指
針
を

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン（
人
生
設
計
）で
使
う

流動する世界情勢と
沖縄の経済

四部会合同総会記念講演

流動する世界情勢と
沖縄の経済

四部会合同総会記念講演

ちゃーないが
　　　 沖縄！ちゃーないが
　　　 沖縄！

　４月26日に開催されました「第31回定時総会」において
2017年度の活動が本格的にスタートいたしました。
　沖縄同友会は、将来を見据えた健全財政の維持が大きな課題
であり、第六次中期ビジョンの方針に沿って、昨年度、財政健全・
安定化プロジェクト会議を中心に、理事会、支部役員会でも議
論を重ねてきました。会費につきましては、創立以来29年間
入会金（１万円）および会費（月額５千円）を変更せず、消費
税の導入や２回の税率アップにも、会勢を伸ばすことで同友会
運動を維持発展して参りました。しかし、自然災害等の危機対
応を含めて時代変化の激しい将来を見据えたとき、さらなる中
小企業の発展と地域貢献を継続的に維持していくためには「会
費の改定」が必要であると判断し、定時総会におきまして会費
改定を提案し、月額５千円から６千円に改定することが承認さ
れました。
　今後は、「財政健全・安定化プロジェクト会議」を継続させ、
会費改定にともない、会員の活動費負担軽減について議論し、
支部運営費の増額や役員交通費の補助等についての見直しを検
討していきます。今年度、創立三十周年の節目を迎え、その歴
史を基礎に、益々地域になくてはならない企業づくりと同友会
づくりを推し進めて参りましょう。
　　　　　　　会費改定実施日　2017年10月１日
　　　　　　会費改定前金額　5,000円（月額）
　　　　　　会費改定後料金　6,000円（月額）

会費改定のお知らせ

第1403号（付録)（2)中 小 企 業 家 し ん ぶ ん 沖 縄 版2017年（平成29年）６月15日

６月号 №351おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」



　

五
月
十
八
日
、
ホ
テ
ル
ゆ

が
ふ
い
ん
お
き
な
わ
に
於
い

て
、
第
二
十
八
回
北
部
支
部

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

喜
納
朝
勝
代
表
理
事
の
挨
拶

か
ら
始
ま
っ
た
第
Ⅰ
部
の
総

会
議
事
は
滞
り
な
く
審
議
採

択
さ
れ
、
第
Ⅱ
部
の
記
念
講

演
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

名
護
市
出
身
の
映
像
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
岸
本
司
氏
は
『
映

画
制
作
で
再
発
見
！
や
ん

ば
る
の
魅
力
は
経
済
の
活
性

　

二
〇
一
七

年
度
・
第
一

回
新
人
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
会
が
、

五
月
十
五
日

に
沖
縄
産
業

支
援
セ
ン

タ
ー
に
て
開

催
さ
れ
ま
し

た
。

Powerful 
Management

の
廣
瀬
孝
一

代
表
を
講
師

に
「
起
こ
る

出
来
事
の

全
て
が
学
ぶ

チ
ャ
ン
ス
」

を
テ
ー
マ
に
社
会
人
の
心

構
え
や
何
の
た
め
に
働
く

の
か
な
ど
ご
自
身
の
体
験

を
踏
ま
え
な
が
ら
話
さ

れ
、
大
き
な
声
で
挨
拶
す

る
実
践
な
ど
も
踏
ま
え
な

が
ら
新
社
会
人
の
皆
さ
ん

に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

第
二
回
は
六
月
二
十
七

日
で
、
ゲ
ス
ト
さ
ん
か
も

大
歓
迎
で
す
の
で
、
詳
細

は
事
務
局
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
！

　

ま
た
、
幹
部
社
員
の
た

め
の
研
修
「
社
長
・
社
員

共
育
塾
」
が
六
月
二
十
日

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の

で
ぜ
ひ
自
社
の
社
員
教
育

に
活
用
下
さ
い
!!

の
原
点
は
志
か
ら
！
〜
理
念

経
営
で
地
域
社
会
に
必
要
と

さ
れ
る
会
社
に
な
ろ
う
〜
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、参
加
し
て
よ

か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
支
部

づ
く
り
、
活
力
あ
る
企
業
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

記
念
講
演
で
は
、
砂
川
正

美
氏
に
「
夢
叶
え
る
黄
金
の

五
か
条
」
を
テ
ー
マ
で
お
話

化
に
つ
な
が
る
‼
』
の
テ
ー

マ
で
と
て
も
興
味
深
い
お
話

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
や
ん
ば
る
の
活
性
化
の
カ

ギ
は
『
や
ん
ば
る
の
自
然
』

と
い
う
お
宝
に
気
づ
く
か
ど

う
か
」「
住
ん
で
い
る
人
が

楽
し
い
町
は
訪
れ
る
人
も
楽

し
い
」
と
い
う
、
わ
か
っ
て

い
た
よ
う
で
理
解
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
Ⅲ
部
は
和
や
か
な
ム
ー

ド
の
中
に
『
熱
さ
』
が
感
じ

ら
れ
る
懇
親
会
で
、
会
員
や

ご
来
賓
の
方
々
と
の
心
の
距

離
が
ま
す
ま
す
縮
ま
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

（
レ
ッ
ド
コ
ー
ラ
ル
・
高
木

朋
子
）

　

第
三
十
回
中
部
支
部
総
会

が
五
月
十
七
日
、オ
キ
ナ
ワ

グ
ラ
ン
メ
ー
ル
リ
ゾ
ー
ト
で

七
九
名
が
参
加
し
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
年
度
、「
経
営

　

五
月
十
日
、
那
覇
支
部
総

会
が
八
十
四
名
の
参
加
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
総
会
議
事
で

は
、
新
年
度
の
方
針
に
沿
っ

て
活
動
を
進
め
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
沖
縄
大
学

准
教
授
の
樋
口
耕
太
郎
氏
を

迎
え
て
「
心
に
火
を
灯
す
経

営
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

樋
口
氏
は
大
学
の
准
教
授

と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
意

識
の
中
で
は
経
営
者
と
前
置

き
し
た
後
、「
経
営
者
は
未
来

の
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
唯

一
予
測
で
き
る
の
は
人
口
動

態
で
長
い
歴
史
の
中
で
過
去

一
〇
〇
年
間
の
人
口
増
を
強

調
。「
こ
れ
は
非
常
に
恵
ま
れ

た
時
代
な
の
で
過
去
の
例
は

参
考
に
な
ら
な
い
」
と
し
て
、

人
材
不
足
の
現
状
は
変
え
ら

れ
な
い
中
ど
う
す
る
か
？
が

課
題
で
経
営
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
話
し
ま
し
た
。

　
「
本
業
は
事
業
再
生
で
、

本
質
は
そ
こ
で
働
い
て
い
る

心
の
再
生
。
そ
の
意
味
で
の

事
業
再
生
の
プ
ロ
は
二
宮
金

次
郎
。
天
保
の
飢
饉
の
時
に

役
人
に
対
し
て
、
中
国
の
古

典
を
引
用
し
て
『
三
年
の
蓄

え
な
き
そ
の
国
は
、
国
に
あ

ら
ず
』
と
答
え
た
。
そ
の
こ

と
か
ら
リ
ス
ク
と
違
う
必
ず

起
き
る
こ
と
は
備
え
る
べ
き

課
題
と
い
う
こ
と
。
地
道
で

つ
ま
ら
な
い
作
業
の
繰
り
返

し
で
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
を
克
服
し
て
い
く
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
「
未

来
は
予
測
で
き
な
い
が
、
未

来
を
創
る
こ
と
は
で
き
る
」

言
葉
を
引
用
し
て
、「
あ
な
た

が
大
切
だ
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
そ
こ
に
集
ま
る

従
業
員
を
繋
げ
て
い
く
の
が

経
営
の
本
質
だ
と
締
め
く
く

り
ま
し
た
。（
大
浜
博
文
）

し
頂
き
ま
し
た
。
砂
川
氏
は

少
年
野
球
の
監
督
を
務
め
、

自
身
の
子
供
た
ち
四
名
も
甲

子
園
に
送
り
ま
し
た
。
五
か

条
と
し
て
「
夢
を
書
い
て
表

示
し
、
実
現
す
る
姿
を
イ

メ
ー
ジ
す
る
」「
応
援
す
る

フ
ァ
ン
を
作
る
、
そ
の
た
め

に
挨
拶
の
達
人
に
な
る
」「
コ

ロ
コ
ロ
大
作
戦
（
靴
を
揃
え

る
）」「
世
界
で
一
番
の
敵
は

自
分
の
心
の
中
に
い
る
」「
物

に
対
し
て
も
、
あ
り
が
と
う

を
伝
え
る
」
と
話
し
、
会
場

を
元
気
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、宜
野
湾
市
長
や
多

く
の
金
融
関
係
者
が
参
加
し

の
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

牛
の
可
能
性
に
魅
了
さ
れ
る

お
話
で
し
た
。

　

伊
波
氏
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
た
、「
闘
牛
戦
士
ワ
イ
ド
ー
」

が
、
二
〇
一
八
年
春
に
ド
ラ

マ
化
さ
れ
放
映
さ
れ
る
と
の

お
話
も
あ
り
、
ま
す
ま
す
期

待
が
高
ま
り
ま
し
た
。（
オ

フ
ィ
ス
Ｊ
キ
ャ
リ
ア
・
平
良

純
子
）

　

五
月
十
一
日
、
て
だ
こ

ホ
ー
ル
市
民
交
流
室
に
て
浦

西
支
部
第
二
十
二
回
支
部
総

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

青
山
喜
佐
子
氏
を
議
長
に

選
出
し
、
議
事
を
進
行
。
二

〇
一
六
年
度
の
活
動
報
告
・

決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
、二
〇

一
七
年
度
の
活
動
方
針
・
予

算
案
も
採
択
さ
れ
、
支
部
役

員
三
十
五
名
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
終
了
後
、
第
一

回
役
員
会
を
開
催
し
、高
原
勝

也
新
支
部
長
を
初
め
と
す
る

新
三
役
を
選
出
し
、
二
新
役

員
体
制
が
船
出
し
ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
部
記
念
講
演
で
は
、

闘
牛
実
況
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

伊
波
大
志
氏
に
よ
る
記
念
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。う
る
ま

石
川
多
目
的
ド
ー
ム
〈
闘
牛

場
〉で
開
催
さ
れ
た
伊
波
氏

の
結
婚
式
の
写
真
を
含
め
迫

力
あ
る
闘
牛
シ
ー
ン
の
写
真

や
「
闘
牛
女
子
」の
存
在
な

ど
、観
光
資
源
と
し
て
の
闘

　

五
月
十
二
日
、
南
部
支
部

総
会
が
四
十
三
名
の
参
加
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
議
事
は
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
し
、
昨
年
度

の
活
動
の
振
返
り
と
課
題
の

確
認
、
今
年
度
ま
た
新
た
な

目
標
で
南
部
支
部
メ
ン
バ
ー

が
協
力
し
合
っ
て
同
友
会
運

　

中
小
企
業

に
と
っ
て
、

県
や
各
市
町

村
の
現
状
や

課
題
を
客
観

的
な
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て

把
握
す
る
こ

と
は
、
極
め

て
大
事
な
こ

と
で
す
。

　

そ
こ
で
、

役
立
つ
の
が

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
で
す
。
こ
れ

は
、
国
が
２
０
１
５
年
か

ら
提
供
し
て
い
る
地
域
経

済
分
析
シ
ス
テ
ム
で
、
官

民
が
保
有
す
る
産
業
構
造

や
雇
用
、
観
光
、
福
祉
な

ど
の
膨
大
な
統
計
デ
ー
タ

を
地
域
ご
と
に
グ
ラ
フ
や

地
図
で
可
視
化
し
て
表

示
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
各
デ
ー
タ
の

全
国
平
均
や
他
の
自
治
体

の
状
況
と
比
較
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
当
初
は
自

治
体
向
け
に
提
供
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
教
育
分
野

や
金
融
機
関
、
企
業
で
の

活
用
が
広
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ

は
、
産
業
マ
ッ
プ
、
企
業

活
動
マ
ッ
プ
、
観
光
マ
ッ

プ
、
人
口
マ
ッ
プ
、
ま
ち

づ
く
り
マ
ッ
プ
等
の
８
つ

の
マ
ッ
プ
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
使
う
人
や
使
い
方
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
情
報
や

気
づ
き
も
異
な
る
た
め
、

社
内
研
修
等
で
の
活
用
も

で
き
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

を
高
め
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
と
て
も
見
や
す

く
、
わ
か
り
や
す
い
サ
ー

ビ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
一
度
利
用
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

動
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
子

ど
も
の
貧
困
問
題
か
ら
学
ぶ

中
小
企
業
の
役
割
」
を
テ
ー

マ
に
、（
公
財
）
み
ら
い
フ
ァ

ン
ド
沖
縄
・
研
究
員
の
仲
渡

尚
史
氏
の
講
演
と
三
氏
（
南

風
原
町
役
場
こ
ど
も
課
・
課

長
の
前
城
充
氏
・
美
ら
島
法

律
事
務
所
の
横
江
崇
氏
・（
一

社
）
カ
ナ
カ
ナ
・
代
表
理
事

の
松
田
か
な
え
氏
）
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
貧
困
の
現
状
、

特
に
こ
の
沖
縄
で
は
、
個
人

で
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
厳

し
い
も
の
で
、
企
業
と
し
て

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
の

か
、
自
然
に
そ
う
使
命
感
を

感
じ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
社
会

問
題
が
す
ぐ
側
に
あ
る
の
だ

と
知
り
ま
し
た
。

　

そ
の
子
ど
も
達
は
お
風
呂

も
歯
磨
き
さ
え
も
教
え
て
も

ら
わ
な
い
と
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
の
暮
ら
し
、
周
り
の

サ
ポ
ー
ト
で
普
通
の
暮
ら
し

を
体
験
す
る
こ
と
で
大
き
な

幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
事
、
本

当
に
涙
の
出
る
思
い
で
聞
き

入
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
し
た
。

　

こ
の
問
題
は
親
子
で
連
鎖

す
る
と
い
う
特
徴
も
あ
り
、

十
二
歳
以
上
の
女
の
子
が
良

い
環
境
で
育
つ
こ
と
の
重
要

性
を
訴
え
て
い
ま
す
。
小
さ

な
事
で
も
彼
ら
に
と
っ
て
大

き
な
喜
び
の
一
歩
に
な
る
の

で
あ
れ
ば
、
今
、
私
た
ち
が

で
き
る
事
を
考
え
て
行
き
た

い
で
す
。（
ト
マ
ト
プ
リ
ン

ト
・
知
念
由
紀
）

オ
フ
ィ
ス
星
崎

代
表　
星
崎
浩
二
氏

☎
０
９
８

－

９
１
１

－

１
７
５
３

第
28
回  

北
部
支
部
総
会

第
30
回  

中
部
支
部
総
会

第
22
回  

浦
西
支
部
総
会

第
19
回  

那
覇
支
部
総
会

第
22
回  

南
部
支
部
総
会

ＲＥＳＡＳ?!ＲＥＳＡＳ?!
リ ー サ ス

気になる
数字

沖縄の 1

第１回新人フォローアップ研修会
25社93名の新入社員の参加でスタート！25社93名の新入社員の参加でスタート！

岸本司氏の話を聞く参加者

砂川正美 氏

樋口耕太郎 氏

パネリストの話を聞く参加者
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６月号 №351おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」



　

五
月
十
三
日
、
て
ぃ
だ
の

郷
に
て
、
宮
古
支
部
総
会
が

五
十
二
名
の
参
加
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

第
一
部
総
会
議
事
で

は
、
二
〇
一
六
年
度
の
収

支
や
活
動
成
果
等
の
報
告
、

二
〇
一
七
年
度
の
活
動
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
第
一
回
役
員
会

で
新
支
部
長
に
砂
川
和
江
さ

ん
、
副
支
部
長
に
猪
子
立
子

さ
ん
と
伊
良
皆
栄
さ
ん
と
照

屋
健
さ
ん
、
幹
事
長
に
上
地

和
彦
さ
ん
が
選
出
。
砂
川
和

江
支
部
長
よ
り
「
ひ
と
を
生

か
す
経
営
の
実
践
で
、
企
業

と
地
域
の
発
展
を
！
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
、
社
員
の
能

力
を
引
き
出
す
前
者
一
丸
の

経
営
の
大
切
さ
と
、
経
営
基

盤
で
あ
る
地
域
発
展
の
為
に

官
民
一
体
と
な
る
必
要
性
を

説
き
、
次
の
項
目
を
重
点
課

題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
．学
べ
る
例
会
・

委
員
会
活
動
と
主
席
率
向
上　

二
．同
友
会
型
企
業
づ
く
り　

る
同
友
会
を
目
指
し
て
！
〜

地
域
づ
く
り
の
一
歩
を
〜
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
二
〇
一

七
年
度
は
「
例
会
の
毎
月
開

催
」・「
女
性
委
員
会
の
設
置
」・

「
雇
用
・
就
労
支
援
フ
ォ
ー
ラ

ム
八
重
山
大
会
開
催
と
支
部

に
健
障
者
委
員
会
の
設
置
」・

「
政
策
委
員
会
の
設
置
」・「
先

輩
経
営
者
か
ら
の
学
び
の
語

り
場
の
設
置
」・「
支
部
会
勢

八
十
社
目
標
」
の
実
践
が
掲

げ
ら
れ
ま
し
た
。
総
会
議
事

は
二
〇
一
六
年
度
の
活
動
報

告
、
決
算
報
告
、
並
び
に
会

計
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
活

動
方
針
並
び
に
予
算
案
の
採

択
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
一
七
年
度
の
役
員
選

出
は
二
〇
一
六
年
度
に
女

性
会
員
が
増
え
た
こ
と
か

ら
、
副
支
部
長
に
新
里
順
子

氏
が
選
ば
れ
、
女
性
パ
ワ
ー

三
．増
え
る
組
織
、
減
ら
な
い

組
織
づ
く
り　

四
．地
域
を

元
気
に
す
る
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
の
制
定　

五
．県

行
事
・
全
国
行
事
へ
の
積
極

的
参
加
。
こ
の
五
つ
を
挙
げ
、

方
向
性
を
統
一
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、「
次
世
代
の

た
め
に
宮
古
の
将
来
を
み
ん

な
で
考
え
よ
う
！
」
を
テ
ー

マ
に
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
。
沖
縄
大
学
准
教
授
の

島
袋
隆
志
氏
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
向
か
え
、
民
間

と
行
政
の
意
見
が
交
わ
る
、

熱
意
の
こ
も
っ
た
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。島
袋
氏
は「
宮

古
島
の
将
来
・
発
展
の
為
に

は
、
民
間
企
業
と
公
的
機
関

が
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
つ

こ
と
が
重
要
。
課
題
を
把
握

し
、
数
値
化
を
し
て
審
議
会

を
重
ね
る
こ
と
で
、
共
有
し

助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
今
回
、
少
し
ビ
ジ
ョ
ン

が
見
え
た
」ま
と
め
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
、
第

三
部
の
懇
親
会
の
場
で
も
意

見
交
換
は
続
き
、
有
意
義
な

総
会
と
な
り
ま
し
た
。（
富

士
自
動
車
整
備
セ
ン
タ
ー
・

宮
国
美
奈
子
）

に
よ
る
活
性
化
へ
の
期
待
が

込
め
ら
れ
ま
し
た
。
新
会
員

か
ら
な
る
幹
事
も
数
名
誕
生

し
、
支
部
長
を
中
心
と
し
て

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
真
の
実
践
に

力
強
く
取
り
組
ん
で
行
き
ま

す
。（
㈲PLAN t PLAN

・

宮
良
高
彰
）

五
月
二
十
日
、南
の
美
ら
花

ホ
テ
ル
ミ
ヤ
ヒ
ラ
で
、
八
重

山
支
部
の
総
会
が
二
十
二
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
嘉
山
航
支
部
長
か
ら

「
地
域
に
真
に
必
要
と
さ
れ

　

五
月
二
十
三
日
、
ザ
・
ナ

ハ
テ
ラ
ス
に
て
、「
見
つ
め

ま
す
地
域
を　

結
び
ま
す
心

を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
碧
い

の
会
総
会
が
六
十
四
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
「
記
念
講
演
」
は
、

や
ん
ば
る
彩
葉
・
代
表
の
比

嘉
ゑ
み
子
氏
に
よ
る
「
同
友

会
入
会
二
十
年
目
の
振
り
返

り
」と
い
う
テ
ー
マ
で
報
告
。

現
在
は
、
沖
縄
同
友
会
・
相

談
役
で
あ
る
比
嘉
代
表
の
話

は
六
十
分
間
が
あ
っ
と
い
う

間
の
迫
力
で
し
た
。
一
貫
し

て
伝
わ
っ
て
く
る
の
は
「
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
た
」
と
い

う
想
い
。
多
様
性
を
認
め
合

い
育
ち
あ
い
働
き
あ
う
。
そ

し
て
地
域
と
結
ぶ
、
社
員
と

結
ぶ
と
い
う
こ
と
を
二
十
年

間
走
り
な
が
ら
学
ん
だ
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
友
会
の
理
念
の
中
で
、

同
友
会
に
居
た
か
ら
こ
そ
出

来
た
と
。
会
社
を
二
つ
経
営

し
な
が
ら
二
〇
一
四
年
に
や

ん
ば
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
就

労
支
援
Ａ
型
事
業
所
）
を
開

設
さ
れ
た
の
も
、
沖
縄
で
共

に
育
つ
、
働
く
人
を
選
別
し

な
い
社
会
を
と
い
う
ぶ
れ
な

い
経
営
の
あ
り
方
そ
の
も
の

だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

入
会
の
き
っ
か
け
を
振
り

返
っ
て
、
糸
数
久
美
子
相
談

役
の
何
と
も
美
味
し
そ
う
に

食
べ
る
食
事
の
仕
方
に
参
っ

た
そ
う（
笑
）。
し
か
し
、
碧

の
会
で
学
ん
だ
も
の
は
実
に

多
く
、
積
極
的
に
役
を
引
き

受
け
、
義
務
感
で
は
な
く
、

使
命
感
を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と

を
強
調
。
同
友
会
の
女
子
部

で
は
な
く
、
女
性
経
営
者
の

碧
の
会
と
し
て
!!
と
講
話
を

結
ば
れ
ま
し
た
。

　

比
嘉
代
表
の
こ
れ
ま
で
の

喜
び
も
苦
労
も
そ
の
言
葉
に

乗
っ
て
会
場
を
包
み
、
私
た

ち
の
希
望
が
ス
ー
ッ
と
向
上

し
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。（
㈱

み
や
び
・
小
林
ゆ
り
江
）

　

五
月
十
九
日
、
沖
縄
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
で
守
礼
ネ
ッ

ト
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
、

部
会
員
を
中
心
に
九
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。総
会
で
は
、

好
調
に
推
移
す
る
観
光
業
界

で
は
あ
る
が
、
人
材
不
足
や

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
遅
れ
、
ヤ

ミ
民
泊
等
課
題
も
多
く
、
そ

れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
、
こ

れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
、

三
年
目
と
な
る
「
い
ち
ゃ
り

ば
う
ち
な
〜
観
光
研
究
会
」

を
、
観
光
と
異
業
種
の
連
携

の
内
容
で
、
さ
ら
に
充
実
し

た
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ
る

こ
と
。
業
種
の
枠
を
超
え

た
連
携
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

二
〇
一
七
年
十
月
の
部
会
統

合
を
視
野
に
、
こ
れ
ま
で
の

集
大
成
の
活
動
づ
く
り
に
努

め
る
こ
と
な
ど
が
新
年
度
の

方
針
と
し
て
提
起
さ
れ
、
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総

会
終
了
後
の
第
一
回
運
営
委

員
会
に
お
い
て
、
比
嘉
勤
氏

が
部
長
と
し
て
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

  2017年度 八重山支部役員一覧（順不同）  
支部長 津嘉山　　　航 ㈱ゆにばいしがき 社長
副支部長 山　城　忠　雄 八建実業㈱ 社長
　〃 前　原　博　一 前原博一税理士事務所 所長
　〃 新　里　順　子 ㈱がんじゅうさ～ 代表
幹事長 宮　良　高　彰 ㈲PLANｔPLAN 社長
副幹事長 池　原　　　優 (株)池原酒造 社長
アドバイザー 宮　里　　　剛 ㈲八島印刷 社長
幹　事 塩　谷　　　篤 石垣島ビール㈱ 社長
　〃 山　原　博　之 石垣島モリンガ 代表
　〃 宮　平　　　輝 宮平観光㈱
　〃 金　城　利　憲 ㈱石垣島ハム燻製工房 社長
　〃 粟　盛　　　卓 ㈱三光電設 社長
　〃 石　垣　憲　良 ㈲牛種子牧場 取締役
　〃 米　盛　長　広 ㈱アクティブ 社長
　〃 狩　俣　真由美 かりまた社労士行政書士事務所 所長
　〃 砂　川　高　輝 三ツ星タクシー合名会社 代表
　〃 杉　浦　昭　男 真和建装㈱ 会長
　〃 落　合　晴　子 合同会社おんかんやえやま 代表
　〃 池　田　あかね (一社)八重山地域リハビリテーション支援ユニット 代表
会計監査 高　良　和　男 高良税務会計事務所 所長
　〃 和　田　明　人 ㈲ディーシーコーポレーション 社長

以上。

　   2017年度 碧の会役員一覧（順不同）　 
部　長 生天目　千加子 onde ninfea㈱ 社長
副部長 宮　里　真由美 三建設備㈱ 社長
　〃 下　田　美智代 ㈱共栄環境 社長
　〃 嘉　数　智　絵 ㈱もりお玩具 社長
　〃 大　城　恵　美 ㈱近代美術 社長
　〃 根　橋　理　香 ㈱カリタス 社長
幹事長 與　崎　文　美 ㈲アンカー商事 常務
運営委員 与那覇　依　子 ㈱樹来 社長
　〃 崎　原　盛　子 ㈱スピア 社長
　〃 外　間　真奈美 ㈱大輝 専務
　〃 真栄城　京　子 アイアイエターナル 代表者
　〃 野　口　蘭　子 専門学校日経ビジネス 教務部部長
　〃 知　念　礼　子 琉球ゴーレックス㈱ 社長
　〃 砂　川　千賀子 ㈱ひろし不動産 経理
　〃 江　口　直　美 ソムノクエスト㈱ 社長
　〃 具志堅アメリア ㈲アンテナ 取締役人材開発事業部長
　〃 黒　岩　珠　枝 アロマリライフ 代表
　〃 望　月　弘　子 開法律事務所
　〃 髙　木　美香子 ㈱ビジネススタッフ 社長
　〃 安次富　淳　子 ㈱エマオ 社長
　〃 下　野　たえ子 ㈱母太樹 社長
　〃 棚　原　章　子 ㈱寄宮 企画開発部課長
　〃 石　川　京　美 ㈱いしかわ文明堂 社長
　〃 新　里　順　子 ㈱がんじゅうさ～ 代表
　〃 武　田　春　美 ラリアンス 代表
　〃 平　仲　絢　子 ㈱平仲 取締役
　〃 野　添　かおり 沖縄子育て良品㈱ 社長
　〃 大　城　利　恵 ㈲幸地電設 営業部長
　〃 儀　間　奈津美 ㈱儀間不動産 社長
会計監査 伊志嶺　智　子 ㈱アメニティ 専務
　〃 上　原　初　枝 ㈲朝日印刷 社長
相談役 糸　数　久美子 ㈱ＩＴＡＣ 社長
　〃 澤　岻　カズ子 ㈱御菓子御殿 会長

以上。

2017年度「守礼ネット会」役員一覧（順不同）
部　長 比　嘉　　　勤 ㈲サニープラン(太陽ツーリスト） 社長
副部長 上　原　　　嵩 ㈱国際企画 社長
　〃 運　天　克　己 ㈱トヨタレンタリース沖縄 常務
　〃 蔵　根　尚　美 沖縄サンコーストホテル 社長
幹事長 新　城　秀　作 ㈲ウエストマリン 課長
副幹事長 新　城　良　仁 那覇セントラルホテル（㈱まえたか） 統括部長
運営委員 猪　子　立　子 がじゅまる観光㈱ 社長
　〃 野　中　　　剛 ＩＴ通信㈱ 
　〃 比屋根　　　拓 Japan&Asia Biz Support行政書士事務所 所長
　〃 赤　嶺　　　剛 ㈲スタプランニング 社長
　〃 山　城　朝　美 ㈲梯梧 社長
　〃 宮　城　　　朗 ㈱OTSサービス経営研究所 課長
会計監査 国　吉　真　和 パシフィックホテル沖縄 総支配人
　〃 大　城　裕　美 ㈲首里琉染 社長

以上。

 2017年度「みらい21」役員一覧（順不同）
部　長 池　田　雅　人 ㈱IMI CORPORATION 取締役
副部長 下　地　一　則 大晋建設㈱ 副社長
　〃 宜　保　　　剛 ㈱ベストコンサルタント 社長
幹事長 糸　数　幸　恵 ㈱丸元建設 常務
幹　事 呉　屋　博　幸 大成設備工業㈱ 社長
　〃 仲　村　　　明 ㈱宜野湾電設 社長
　〃 安慶名　サカエ ㈲中部大理石 社長
　〃 久　米　清　博 久建工業㈱ 課長
　〃 佐　平　八十男 ㈱佐平建設 社長
　〃 外　間　政　弘 ㈲間設計 社長
　〃 平　良　修　一 大鏡建設㈱ 社長

幹　事 山　城　忠　雄 八建実業㈱ 社長
　〃 知　念　礼　子 琉球ゴーレックス㈱ 社長
　〃 大　城　朝　博 ㈱エー・アール・ジー 取締役部長
　〃 當　間　嗣　泰 ㈲繁樹園 社長
　〃 坂　口　智　美 ㈱建設技術者養成センター 社長
　〃 玉　城　英　之 環ハウスグループ 社長
　〃 菊　池　隆　史 ㈱大有設計 沖縄事務所所長
会計監査 玉　城　功　佳 南光開発㈱ 社長
　〃 照　屋　　　栄 ㈱照正組 副社長
   以上。

2017年度「ｅおきなわ」役員一覧（順不同）
部　長 高　橋　庸　正 ＩＴ通信㈱ 社長
副部長 安次嶺　之　治 ㈱沖縄エジソン 専務
　〃 新　井　良　直 ㈱夢づくり沖縄 社長
　〃 比　嘉　智　明 カナイ経営支援研究所 代表
　〃 金　子　　　泉 ㈱てぃーだクラウド 社長
　〃 波　平　恵　太 ㈱okicom 部長
幹事長 山　城　智　美 合同会社Aquasys CMO兼代表社員
副幹事長 金　城　隆　雄 ㈱コンピュータ沖縄 部長
運営委員 前　田　　　憲 ㈱さうすウェーブ 社長
　〃 屋　宜　宣　秀 学校法人フジ学園・専門学校ITカレッジ沖縄 事務局長
　〃 上江洲　　　正 ㈱シーラジャパン 社長
　〃 富　田　治　敏 ㈱ケイオーパートナーズ 社長
　〃 當　間　直　樹 サイ・テク・カレッジ 教務部長
　〃 仲宗根　　　章 ㈱アイセック・ジャパン 課長
　〃 當　野　正　樹 沖縄設計サービス㈱ 社長
　〃 松　田　　　穣 トラストコミュニケーション㈱ 社長
　〃 山　川　朝　教 障がい者ITサポートおきなわ アドバイザー
　〃 宮　城　庄　吉 ㈱スピア 専務
　〃 宮　里　敏　夫 ㈱ジーエヌエー 社長
　〃 藁　科　邦　利 ㈱あしびっとワークス 社長
　〃 銘　苅　康　弘 ㈱ネクストシステム・コンサルティング 社長
　〃 榎　本　伸　司 ㈱近代美術 アドバイザー
会計監査 石　川　元　章 ㈱ジムキ文明堂 社長
　〃 島　袋　永　伸 専門学校日経ビジネス 代表
   以上。

2017年度「エコま～る」役員一覧（順不同）
部　長 玉　栄　章　宏 ㈲きらら総合企画 社長
副部長 玉　城　栄　功 ㈲リサイクルセンター沖縄 社長
　〃 玉　寄　通　孝 日本検査キューエイ㈱ 所長
幹事長 高江洲　苗　美 ㈲フジ砕石 社長
運営委員 座間味　唯　康 ㈱沖縄浄管センター 社長
　〃 下　田　美智代 ㈱共栄環境 社長
　〃 宮　城　光　秀 ㈲大宮工機 専務
　〃 高　橋　庸　正 ＩＴ通信㈱ 社長
　〃 金　城　繁　治 ㈲環境クリーン開発 社長
　〃 大　城　康　一 りゅうせき商事㈱ 取締役事業部長
　〃 大　城　章　実 ㈲大幸産業 所長
　〃 玉　江　優太郎 ㈱クリエイティブサンクス 社長
　〃 屋　良　一　寿 興南施設管理㈱ 常務
会計監査 石　垣　　　洋 沖縄県油脂事業協同組合 代表理事
　〃 村　吉　政　勇 ㈲村吉ガス圧接工業 社長
   以上。

2017年度「うりずん」役員一覧（順不同）
部　長 髙　木　美香子 ㈱ビジネススタッフ 社長
副部長 安次富　淳　子 ㈱エマオ 社長
　〃 當　野　正　樹 沖縄設計サービス㈱ 社長
　〃 仲　本　　　明 イカリ消毒沖縄㈱ 取締役
　〃 金　子　智　和 トータルオフィスベスト㈱ 社長
幹事長 松　下　信　一 ㈱赤マルソウ 次長
運営委員 竹　　　富　久 ㈲たけ事務 専務
　〃 座間味　一　朗 ㈱ざまみダンボール
　〃 宮　里　賢　周 ㈱ジーエヌエー 課長
　〃 仲　村　新　吾 ㈱宜野湾電設 取締役統括部長
　〃 玉　城　麻　由 Offi  ce ＥＤＵＣＯ 代表
　〃 上　間　洋　典 ㈱ＦＩＮＥＳＳ 社長
　〃 森　山　　　賢 ㈱琉球補聴器 社長
　〃 林　　　海　濤 ㈱okicom 主任
　〃 小井土　利　行 ㈱近代美術 総務財務長
　〃 上　地　裕　介 ㈱沖縄ＭＩＥ 取締役
　〃 兼　元　勇　太 ㈱イゼナ空設 社長
　〃 金　城　隆　子 ㈲プログレス 社長
　〃 洲　鎌　　　誠 ㈱巽エンタープライズ 取締役
　〃 仲　本　直　子 ㈱ナカフク
　〃 伊志嶺　良　太 ㈱ＭＩＮＥＰＲＯ 社長
　〃 宮　良　信　介 ㈱ファイナンシャルリンク 常務
　〃 棚　原　　　譲 ㈲竹建設 常務
　〃 當　銘　将　也 ㈱ゴールドオフィス 社長
　〃 比　嘉　昌　泰 まさひろ酒造
　〃 名　嘉　智　之 (同)共生ケアワークおきなわ 代表
　〃 奥　平　定　一 結塗装 代表者
　〃 大　城　利　恵 ㈲幸地電設 営業部長
　〃 玉　江　優太郎 ㈱クリエイティブサンクス 社長
　〃 比　嘉　一　成 ㈲大平シール印刷 社長
会計監査 西　村　直　人 西村眞一税理士事務所 監査担当
　〃 糸　数　幸　恵 ㈱丸元建設 常務
   以上。

第
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回  

宮
古
支
部
総
会

第
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回  

八
重
山
支
部
総
会

第
29
回
碧
の
会
総
会
（
女
性
経
営
者
）

第
23
回
守
礼
ネ
ッ
ト
会
総
会
（
観
光
）

新しい役員と砂川和江（右）支部長

比嘉ゑみ子 氏

比嘉 勤  部長
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五
月
十
九
日
、
情
報
関
連

部
会
「
ｅ
お
き
な
わ
」
第

十
七
回
部
会
総
会
が
沖
縄
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
十
九

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

昨
年
度
は
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
化
事
例
発

表
会
と
Ｉ
Ｔ
技
術
者
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、

東
京
・
大
阪
・
福
岡
・
沖
縄

の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
る

Ｉ
Ｔ
部
会
交
流
会
を
沖
縄
で

開
催
し
、
参
加
者
全
員
に
よ

る
プ
レ
ゼ
ン
合
戦
を
行
い
ま

し
た
。
Ｉ
Ｔ
津
梁
ま
つ
り
も

盛
況
に
開
催
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
関

連
他
団
体
と
の
連
携
し
た
取

り
組
み
も
進
み
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
も
っ
と
身
近

に
Ｉ
Ｔ
を
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
Ｉ
Ｔ
人
材
の
発

掘
や
会
員
企
業
の
Ｉ
Ｔ
経
営

相
談
に
も
力
を
入
れ
て
取
り

組
み
ま
す
。
部
会
会
員
に
対

し
て
は
引
き
続
き
部
会
会
員

訪
問
を
行
い
、
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
拡
げ
る
連
携
を

す
す
め
る
た
め
の
事
例
発
表

会
を
行
う
な
ど
の
方
針
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
新
役
員
と

な
っ
た
二
十
二
名
を
紹
介

し
、
総
会
を
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

　

五
月
十
九
日
、
沖
縄
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
で
建
設
関
連

部
会
「
み
ら
い
21
」
第
十
七

回
部
会
総
会
が
九
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
Ⅰ
部
「
総
会
議
事
」
で

は
、
建
設
関
連
は
昨
年
に
引

き
続
き
公
共
工
事
や
民
間
工

事
、
観
光
関
連
の
好
調
に
押

さ
れ
、
本
土
ホ
テ
ル
業
界
の

沖
縄
進
出
も
多
く
好
調
な
動

き
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
も
人
材
確
保

の
課
題
に
対
し
て
、
業
界
の

労
働
条
件
の
改
善
を
は
か
り
、

活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に

貢
献
し
信
頼
さ
れ
る
企
業
を

確
立
し
、
法
令
遵
守
の
徹
底

と
企
業
の
社
会
的
責
任
へ
の

対
応
、
技
術
を
経
営
力
に
優

れ
た
企
業
を
目
指
し
組
織
化

し
、
人
を
大
事
に
す
る
企
業

づ
く
り
を
目
指
す
な
ど
の
活

動
方
針
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
十
月
よ
り
業
種

四
部
会
（
観
光
・
建
設
・
情

報
・
環
境
）
の
統
合
に
向
け

て
、
運
営
委
員
会
を
合
同
で

開
催
し
発
足
の
準
備
を
進
め

て
い
る
こ
と
も
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
会
員
が
少
な
い
現
状

で
は
あ
る
が
、
統
合
す
る
こ

と
で
さ
ら
に
充
実
し
た
活
動

を
行
い
、
会
内
外
に
活
動
を

広
め
、
仲
間
を
増
や
す
活
動

も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

役
員
の
選
出
で
は
、新
し
い

役
員
を
迎
え
、新
体
制
と
し
て

活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
四
部
会
と
同

友
会
大
学
合
同
で
記
念
講
演

を
開
催
。

　

環
境
関
連
部
会
「
エ
コ
ま

〜
る
」
第
十
四
回
部
会
総
会

の
第
Ⅰ
部
「
総
会
議
事
」
で

は
、
地
球
温
暖
化
問
題
や
沖

縄
の
環
境
問
題
、
環
境
関
連

産
業
の
現
状
・
課
題
に
つ
い

て
正
確
に
把
握
す
る
活
動
や

省
エ
ネ
事
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
フ
ト
の
推
進
、
例
会
や
学

習
会
の
開
催
、
県
内
外
の
企

業
や
施
設
の
視
察
の
実
施
、

ま
た
、｢
沖
縄
県
中
小
企
業

の
振
興
に
関
す
る
条
例｣

を

活
用
し
な
が
ら
、
県
及
び
、

行
政
や
関
係
機
関
に
対
し
、

要
望
・
提
言
を
行
う
こ
と
な

ど
の
活
動
方
針
等
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

特
に
、「
エ
コ
ま
〜
る
」
は

会
員
も
少
な
い
現
状
に
あ
り
、

部
会
活
動
を
会
内
外
に
広
め
、

多
く
の
方
に
部
会
会
員
に

な
っ
て
い
く
た
だ
く
た
め
の

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

役
員
の
選
出
で
は
、
今
年

度
新
た
に
三
名
が
入
り
、
新

体
制
と
し
て
活
動
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

五
月
十
九
日
、
沖
縄
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
、
同
友

会
大
学
「
第
九
期
大
学
院
」

卒
業
式
が
八
名
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
友
会
大
学
「
大
学
院
」

は
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を
深
掘

り
し
、
よ
り
専
門
的
な
内
容

を
全
五
講
で
学
び
ま
す
。
第

九
期
は
「
沖
縄
の
歴
史
」
を

テ
ー
マ
に
沖
縄
大
学
・
客
員

教
授
の
新
城
俊
昭
氏
を
講
師

に
十
二
名
の
仲
間
と
学
び
あ

い
、
そ
の
う
ち
七
名
が
無
事

卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

来
年
も
企
画
予
定
で
は
あ

り
ま
す
が
、
大
学
院
を
受
講

す
る
前
に
、
同
友
会
大
学
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
緒

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
同

友
会
大
学
が
六
月
三
日
よ
り

開
講
し
ま
す
が
、
公
開
講
義

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
！

　

五
月
十
三
日
、
八
汐
荘
・

屋
良
ホ
ー
ル
に
て
若
手
経
営

者
部
会
「
う
り
ず
ん
」
第
十

回
部
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
二
〇
一
八

年
の
「
青
全
交
」
に
向
け
て

さ
ら
に
活
発
な
活
動
を
行
う

新
年
度
活
動
方
針
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
後
の
特
別
例
会
で

は
、
㈱
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
Ｉ
社

長
の
坪
内
知
佳
氏
を
講
師
に

「
漁
師
を
束
ね
、
６
次
産
業

化
で
地
域
創
生
ま
で
の
道
の

り
〜
日
本
水
産
界
の
ジ
ャ
ン

ヌ
・
ダ
ル
ク
〜
」
を
テ
ー
マ

に
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

坪
内
氏
の
行
動
力
、
精
神

力
は
、
坪
内
氏
の
理
念
「
自

分
が
自
分
の
責
任
の
下
で
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
。
た

と
え
明
日
死
ん
で
も
、
後

悔
の
な
い
生
き
方
を
し
て
い

く
こ
と
」
か
ら
来
て
い
る
の

だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
討
論
で
は
、「
会
社
・

地
域
・
同
友
会
に
お
い
て
、

歯
車
が
か
み
合
う
組
織
を
作

る
た
め
に
あ
な
た
は
ど
う
し

ま
す
か
？
」
の
テ
ー
マ
の
も

と
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

特
別
例
会
終
了
後
は
、
卒

業
式
が
執
り
行
わ
れ
、
出
席

頂
い
た
卒
業
生
の
方
々
を
最

後
に
胴
上
げ
し
閉
幕
と
な
り

ま
し
た
。（
㈱
沖
縄
Ｍ
Ｉ
Ｅ
・

上
地
裕
介
）

の
供
給
も
検
討
し
て
い
る
模

様
で
す
。
㈱
ト
リ
ム
で
は
、

廃
ガ
ラ
ス
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
、
粉
砕
、
焼
成
発
泡
さ
せ

る
こ
と
で
人
工
の
多
孔
質
軽

量
発
泡
資
材
ス
ー
パ
ー
ソ
ル

の
製
造
を
し
て
お
り
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
も
商
品
化
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

街
ク
リ
ー
ン
㈱
で
は
中
間

処
理
に
よ
り
搬
入
さ
れ
た
産

業
廃
棄
物
の
九
十
％
が
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
て
お
り
、
最
終

処
分
前
の
減
量
化
に
努
め
て

い
る
施
設
で
す
。

　

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、

環
境
へ
の
配
慮
・
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
ま

し
た
。

施
設
見
学
に

行
き
ま
せ

ん
か
？
」
の

テ
ー
マ
で
現

地
視
察
ツ

ア
ー
を
開
催

し
、
環
境
関

連
施
設
・
企

業
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

八
重
瀬
町

の
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト

で
は
、
乳
用

牛
排
水
を
原
料
と
し
た
発

電
・
加
温
等
を
行
っ
て
い
る

施
設
で
、
現
在
は
施
設
内
の

利
用
が
主
で
す
が
、
今
後
は

設
備
を
拡
大
し
周
辺
施
設
へ

　

五
月
十

日
、
環
境
関

連
部
会
「
エ

コ
ま
〜
る
」

は「
南
部
の

　

石
垣
島
で
開
催
さ
れ
た
第

二
十
二
回
さ
き
し
ま
経
営

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
初
め
て
の

試
み
で
、
五
月
二
十
日
に
八

重
山
支
部
総
会
と
同
じ
日
に

開
催
さ
れ
、
本
島
の
参
加
者

も
含
め
三
十
六
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
経
営
体
験
報
告
と

し
て
㈱
琉
球
補
聴
器
の
森
山

賢
社
長
に
お
越
し
頂
き
、
座

長
の
㈱
普
天
間
商
会
普
天
間

直
樹
社
長
の
進
行
の
も
と
、

報
告
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
後
継
者
の
覚
悟
、
社
員

共
育
で
見
え
て
き
た
光
〜
私

を
変
え
た
ひ
と
つ
の
き
っ
か

け
〜
」
の
テ
ー
マ
で
話
さ
れ

た
森
山
社
長
の
経
営
体
験

は
、
普
段
な
か
な
か
聞
か
な

い
学
生
時
代
の
器
械
体
操
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
さ
わ
り
か
ら

参
加
者
の
耳
を
わ
し
づ
か
み

に
し
（
琉
球
補
聴
器
だ
け

に
）、
そ
の
後
に
続
く
東
京

か
ら
沖
縄
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
と

入
社
、
事
業
承
継
、
開
催
し

た
全
員
参
加
研
修
で
の
社
員

と
の
予
想
も
し
な
か
っ
た
考

え
方
の
も
の
す
ご
い
ギ
ャ
ッ

プ
な
ど
、
終
始
引
き
込
ま
れ

る
内
容
で
参
加
者
の
耳
を
最

後
ま
で
離
し
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
乗
り

越
え
、
社
員
の
夢
を
か
な
え

る
現
在
の
ス
タ
イ
ル
は
、
グ

ル
ー
プ
討
論
時
に
も
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
と
て

も
充
実
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
八
重
山
高
校

郷
土
芸
能
部
に
よ
る
笑
顔
で

元
気
な
余
興
に
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
、大
盛
況
の
中
、

会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

（
㈲PLAN t PLAN

・
宮
良

高
彰
）

第
17
回
ｅ
お
き
な
わ
総
会
（
情
報
）

第
17
回
み
ら
い
21
総
会
（
建
設
）

第
14
回
エ
コ
ま
〜
る
総
会
（
環
境
）

第
10
回
う
り
ず
ん
総
会
（
若
手
経
営
者
）

第
９
期
大
学
院
、

　
７
名
の
卒
業
生
！！

第
９
期
大
学
院
、

　
７
名
の
卒
業
生
！！

第
22
回
さ
き
し
ま
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
IN
八
重
山

第
2
回
さ
き
し
ま
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
I
八
重
山

森
山
社
長
、

　参
加
者
の
耳
を
わ
し
づ
か
み
！

森
山
社
長
、

　参
加
者
の
耳
を
わ
し
づ
か
み
！

リサイクルについて学ぶ！エコま～る
視察ツアー

e おきなわの活動報告をする役員

八重山高校郷土芸能部の皆さん

「うりずん」卒業生の皆さん！！

エコま～るの決算の報告をする高江洲氏

坪内知佳 氏

説明を熱心に聞く参加者
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６月号 №351おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」



＜南部支部会員＞

　
「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」
を
通

し
て
他
の
支
部
の
会
員
さ
ん

を
知
る
こ
と
も
で
き
、
お
会

い
し
た
こ
と
は
な
く
て
も
、

記
事
を
読
ん
で
勝
手
に
知
り

合
い
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
他
支
部
の
活
動
や

同
友
会
全
体
の
情
報
収
集
の

場
と
し
て
活
用
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。

　

活
躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
や

会
員
の
皆
さ
ん
の
記
事
か
ら

自
分
自
身
を
振
り
返
る
機
会

に
な
っ
た
り
、
勇
気
と
元
気

を
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
、

自
社
の
経
営
や
人
生
に
役
立

た
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

想
い
の
つ
ま
っ
た
ニ
ラ
イ

み
ら
い
を
こ
れ
か
ら
も
愛
読

し
て
行
き
ま
す
の
で
、
広
報

委
員
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
!!
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

ラ
イ

フ
サ
ポ
ー
ト
て
だ
こ
・
友
寄

利
津
子
）

守礼シャッターサービス

所在地／
ＴＥＬ／
事業内容／

那覇市三原 1-14-10
098-836-1147
シャッターの販売・保守

代表者　宇
う

根
ね

導
おさむ

 氏

〈浦西支部〉

　

閉
店
時
間
中
の
店
舗
や
事

務
所
を
が
っ
ち
り
守
っ
て
く

れ
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
。
営
業
中

は
目
立
た
な
い
縁
の
下
の
力

持
ち
で
す
。

　

創
業
十
七
年
、
那
覇
市
三

原
の
守
礼
シ
ャ
ッ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
。
開
か

な
い
＆
閉
ま
ら
な
い
＆
落
ち

た
等
の
急
な
ト
ラ
ブ
ル
に

三
六
五
日
二
十
四
時
間
！
対

応
し
て
い
ま
す
。業
種
に
よ
っ

て
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
開
閉
時
間

は
い
ろ
い
ろ
で
す
か
ら
、ユ
ー

ザ
ー
に
と
っ
て
も
有
り
難
い

サ
ー
ビ
ス
で
す
ね
。
修
理
費

用
は
工
事
内
容
に
よ
り
様
々

で
す
が
、
出
張
料
は
中
南

部
（
宜
野
湾
市
ま
で
）
な
ら

三
〜
四
千
円
程
度
（
夜
間
は

五
千
〜
一
万
円
程
度
）。

　
「
財
産
や
人
命
を
も
守
る

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
自
社
の
技
術

で
守
り
感
謝
さ
れ
る
」
と
、

こ
の
仕
事
に
誇
り
と
愛
着
を

持
つ
、代
表
の
宇
根
導
さ
ん
。

（
写
真
）
そ
の
思
い
を
社
員

と
共
有
し
、
守
礼
シ
ャ
ッ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
頭
文
字

「
Ｓ
Ｓ
Ｓ
」
は
、
社
員
の
間

で
は
「
シ
ニ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
、好
き
」の
意
味
に
も
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
！

　

そ
ん
な
メ
ン
バ
ー
が
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良

　

五
月
十
六
日
、
沖
縄
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
社

長
・
社
員
共
育
塾
説
明
会
が

二
十
二
社
三
十
三
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
冒
険
王

㈱
・
社
長
の
佐
和
田
安
行
氏
、

パ
ネ
リ
ス
ト
に
㈱
木
立
・
社

長
の
三
木
一
成
氏
、
㈱
母
太

樹
・
社
長
の
下
野
た
え
子
氏
、

㈱
沖
縄
エ
ジ
ソ
ン
の
喜
納
一

也
氏
、
㈱
琉
球
補
聴
器
の
仲

眞
朋
氏
を
迎
え
、「
採
用
難

の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
人
が

輝
く
組
織
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
参
加
企
業
の
体

験
報
告
を
㈱
近
代
美
術
・
社

長
の
大
城
恵
美
社
員
教
育
委

員
長
か
ら
報
告
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら

受
講
し
て
の
感
想
を
お
話
い

た
だ
き
、
共
育
塾
は
参
加
し

づ
ら
い
印
象
が
あ
っ
た
が
、

参
加
す
る
と
一
変
し
て
と
て

も
良
か
っ
た
と
。
受
講
さ
れ

た
社
員
の
方
か
ら
、
共
育
塾

の
魅
力
は
多
種
多
様
な
各
企

業
の
方
と
話
す
こ
と
で
自
社

の
良
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
多

く
あ
り
、
受
講
し
て
い
る
内

に
次
の
講
師
の
講
話
を
聴
き

た
く
な
る
と
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
第
一
講
は
六
月

二
十
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
の
で
、
社
員
さ
ん
と
一
緒

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

さ
を
生
か
し
、
状
況
に
応
じ

て
迅
速
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

の
販
売
・
取
付
・
保
守
点

検
に
も
対
応
。
販
売
価
格

は
、
手
動
ス
チ
ー
ル
製
軽
量

シ
ャ
ッ
タ
ー
で
十
万
円
台
か

ら
。
各
メ
ー
カ
ー
の
各
種

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
取
付
も
保
守
点
検

も
急
な
ト
ラ
ブ
ル
も
、
ト
ー

タ
ル
で
相
談
で
き
る
「
Ｓ
Ｓ

Ｓ
」な
守
礼
シ
ャ
ッ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
な
ら
安
心
で
す
ね
。（
開

法
律
事
務
所
・
望
月
弘
子
）

　

高
年
齢

者
の
雇
用

推
進
を
図

る
こ
と
を

目
的
と

し
、Ａ
．65

歳
以
上
へ

の
定
年
引

上
げ
、Ｂ
．

定
年
の
定

め
の
廃

止
、Ｃ．希

望
者
全
員

を
対
象
と

す
る
66
歳

以
上
の
継

続
雇
用
制
度
の
導
入
の
い

ず
れ
か
を
導
入
し
た
事
業

主
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。主

な
支
給
要
件

○
制
度
を
規
定
し
た
際
に

経
費
を
要
し
た
事
業
主
で

あ
る
こ
と
。

○
制
度
を
規
定
し
た
労
働

協
約
ま
た
は
就
業
規
則
を

整
備
し
て
い
る
事
業
主
で

あ
る
こ
と
。

○
制
度
の
実
施
日
か
ら
起

算
し
て
１
年
前
の
日
か
ら

支
給
申
請
日
の
前
日
ま
で

の
間
に
、
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
第
８
条
ま
た
は
第

９
条
第
１
項
の
規
定
に
違

反
し
て
い
な
い
こ
と
。

○
支
給
申
請
日
の
前
日
に

お
い
て
、
当
該
事
業
主
に

１
年
以
上
継
続
し
て
雇
用

さ
れ
て
い
る
者
で
あ
っ
て

60
歳
以
上
の
雇
用
保
険

被
保
険
者
※
が
１
人
以
上

い
る
こ
と
。

○
短
期
雇
用
特
例
被
保
険

者
お
よ
び
日
雇
労
働
被
保

険
者
を
除
き
、
期
間
の
定

め
の
な
い
労
働
契
約
を
締

結
す
る
労
働
者
ま
た
は
定

年
後
に
継
続
雇
用
制
度
に

よ
り
引
き
続
き
雇
用
さ
れ

て
い
る
者
に
限
り
ま
す
。

＜那覇支部会員＞

支給額
【65歳以上への定年引上げ】【定年の定めの廃止】
措置内容 65歳まで引上げ 66歳以上に引き上げ

定年の定めの
廃止廃止60歳以上

被保険者数 （5歳未満） （5歳） （5歳未満） （5歳以上）

1～ 2人 20万円 30万円 25万円 40万円 40万円
3～ 9人 25万円 100万円 30万円 120万円 120万円
10人以上 30万円 120万円 35万円 145万円 145万円

【希望者全員を対象とする66歳以上の継続雇用制度の導入】
措置内容 66歳～ 69歳まで 70歳以上
60歳以上
被保険者数 （4歳未満） （4歳） （5歳未満） （5歳以上）

1～ 2人 10万円 20万円 15万円 25万円
3～ 9人 15万円 60万円 20万円 80万円
10人以上 20万円 75万円 25万円 95万円

※ 助成金の受給に当たっては、このほかにも各種要件があります。ご不明点については、独立行政
法人高齢 ･障害 ･求職者雇用支援機構沖縄支部へお問い合わせ下さい。

シ
ャ
ッ
タ
ー
は

　
　縁
の
下
の
力
持
ち
! !

シ
ャ
ッ
タ
ー
は

　
　縁
の
下
の
力
持
ち
! !

宇根 導 氏

会社の外観

共育塾の良さを PR するパネリスト
の皆さん
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